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昭和 W6 年度から発足するさ け ・ます増殖事 

業の長期計画が 決定した。 

この計画は従来の 計画のように ，北海道で 

国が行なう部分だけの 計画ではなく ， 国 ， 道 ， 

県 ，業界を包含して ，今後わが国のさ け ・ま 

す増殖事業が 歩むべき基本的な 方向を示すも 

のであ る。 

計画の内容は ，包括的であ り，また，それ 

ぞれの役割における 速 けいによってすすめな 

ければならない 点もあ って，抽象的に 示され 

た 部分が多いが ， 一 はに云って， この計画で 

期待するものは ，計画書そのものの 実施でほ 

なく，関係者それぞれで 担うべき没倒のもと 

で有機的な 速 けいを保ち，一丸となって ，資 

源管理を基調とした 増殖事業へ歩み 出すこと 

におかれているものであ る。 

この計画書が 策定されることとな                               
や 考え方については ，本誌前号に「新訂 両の 

方向」として 秋庭企画課長が 解説しているの 

で， この稿では計画のあ らましと若干の 考え 

方を附記し，内容を 紹介することにとどめて 

おきたい。 

上 計画の性格 

計画は，今後わが 国における資源の 増大を 

はかるためにすすむべき 方向を示したもので 

あ り，相互間の 一層の努力とそれぞれの 具体 

策による施策の 推進を求めているものであ 

る。 また， この計画における 資源増大の達成 

年次を穏午後として 展望し，そのための 基盤 

確立を目的に 前期 5 ケ年 ( 昭和 46-5 ロ 年 ) の 

計画として策定したものであ る。 

軋 計画策定に当っての 考え方 

資源増大のための 計画を策定するに 当っ 

て ， 次の推進がはかられなければならないと 

の認識に立っている。 

・再生産 報 魚の確保と放流量の 増大 

・再生産効果の 向上と環境保全 

・調査研究の 推進 

・増殖事業体制の 整備 

・国際協調 

このうち，特に 親魚の確保が 関係者の総意 

を結集してはたされなければならないとして 

いるのは，今後の 増殖事業においては 計画的 

な資源の生産，いいかえれば 資源管理をめざ 

した増殖事業を   意図しているものであ り， こ 

の主張を計画の 基調としているものであ る。 

このような考え 方にたって，方針が 次のよ 

うに出されている。 

Ⅱ 方 針 

l. 再生産用 親魚   および種卵の 確保につと 

め，放流計画の 完遂をはかる。 

2. 再生産過程における 種卵，稚魚の 減耗 

防止にっとめ ，放流効果の 向上をはかる。 

る ． 調査研究の推進をほ かる " 

4. 河川，沿岸域における 環境の保全にっ 

とめる。 

5. 合理的な増殖事業体制の 整備をはか 

る 。 

6. さけ ・ます資源の 国際性にかんがみ ， 

積極的に国際協調をたかめる。 
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W 計 画 目 標 

北海逆における 年次別計画数 ( 単位 ) 採卵 数 ‥千粒，放流 数 … 千尾 

    からふとます 
さくらます l 計 度 年 l 一抹、 さ り ll 数 l 枚億敗採卵 数 一 放流 放流敬一一一 数 採卵 数 @ 放流 数 l 採卵 一 数 l 一一 

    
                                                                                                              32,5001 ，Ⅰ 2 ち戸 ， 8n0                     

本州地域における 年次別計画数     
  一け -- 一 --  からふとます " 一 さくらます   計 --" 一 1 度 年 速 数 払 卵 さ 致 ｜ 放 流 教 お 木 -, 回 は 数 ｜ 放 枕 数 ワ ロ 数 ｜ 放 流 

  
  

47 48   l 2D4.000 ㏄ ， 50 口 l70 l%,4 ， 2 ㏄ 叩                   
V  具体的な施策 健全 稚 色の育成，適期の 放流， 移殖 放流に 

ここに示された 施策の大要は 次のとおりて よる河川生産力の 活用，および 降付稚魚の保 

あ る。 穫を通して放流効果をたかめることとしてい 

]  親魚 およ ひ 種卵を確保するための 施策 る 。 特 @i- 移植放流に よ る生産力の活用では ， 

7 丁 @l そ上 革の向上，捕獲施設の 完備，不法 未利用，未開発河川の 活用をはかることとし 

角 獲の取締，特別措置に よ る親柱の確保，捕 最終目標年次ては ，北海道 て 46 河川，本州 て 

獲親任の有効利用，新色養成に よ る種卵の 確 32 河川の末利用 阿 川を活用することとしてい 

保 ( ます類 ) をあ げている。 特に特別措置に る。 

よる 親 仮の確保は，従来の 受 働 的な再生産報 4. へにさけなどの 増殖 車 業を推進するた 

                                          能動的な方向へ めの施策 

と進み，計画的な 再生産をはたそうとする 試 へにざけ， ひ めます，ますのすけなど ，従 

みとして打出されているもの て ，其体的には 来の事業対象 種 以外の色種についても ，すて 

河口部 て 滞留する海域の 親魚の捕獲，あ るい に現在までの 試験で期待される 結果を得たも 

は神業者の主目的な 規制を含んているものて のもあ るの て ，今後それそれの 知 織を深め産 

あ る。 業種としての 拡大をはかることとしている。 

2  再生産過程における 減耗防止のための 5. 調査研究を促進するための 施策 

施策 摘査 研究は，今後の 事業推進に当って ，不 

採卵，輸送，ふ 化過程の設備を 合理化，整備 可 欠の前提となるの て ，その発展について 施 

し，その減れ 防止をはかることとしている。 莱を求めている。 その方向は， わか 国 総体 

3  放流効果を向上させるための 施策 資 伸を視野とした 如拙の発展，増殖技術の 改 
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㍉，開発， 環邱 条件の把 押 ，をめざし，関係 

機関 栢 圧の積極的な 速 けい強化により ，如拙 

と 情報の高度な 利用をすすめようどするもの 

であ る。 

6. 環境を保全するための 施策 

環境の保全は ，単に汚水流入 0@ 問 とだけで 

はなく，水量の 不足，不離が 環境条件をま 化 

させる重要な 要素となっているため ，造林を 

含 む 広籠 な対策を関係者との 協力ではたそう 

とするものであ る。 

7. 合理的増殖事業体制の 整備 

資源管理を根底にしたこれからの 増 刑事業 

をすすめるためには ，現在の体制は 充分でな 

く， また，それぞれの 役割も明らかでない 実 

態となっている。 したがつて，今後の 計画的 

な資源増大をすすめるためには ，それぞれの 

基本的な役割を 認識し，それぞれの 分野で一 

層の努力を払うと 同時に，合理的な 増殖事業 

の体制を整備することが 必要であ る。 その 几 

本 的役割は ， 次のとおりであ る。 

なお， この体制整備は 組 誠 実態と事業総体 

の調和を十分に 配慮してすすめるとしている 

( 基本的な役割 ) 

国の役割 

・総合的な増殖事業計画の 立案 

・調査研究の 実施ならびに 増殖技術の開発 

・基幹的な増殖事業の 推進 

・国際間の協調 

遭 および県の役 ;TlJ 

・総合計画の 推進に関連する 施策の実施 

・ 因 との 速 けいによる調査研究の 実施なら 

びに技術の開発 

・補完的な増殖事業の 推進 

・民間実施体の 指導，育成 

民間関係者の 役 倒 

・総合計画にもとづく 資源の自主的生産 

・総合施策の 推進に対する 協力 

・資源の維持安定のための 自主的対策 

口 計画達成後の 期待と今後のすすめ ] 

以上， 計画のあ らましを紹介してきたが ， 

この計画で最も 期待しているものは ，関係者 

d メ しとなった合理的な 増刊事業体制による 計 

画的な資源の 増大をはたすことにあ る。 こ 

の計画で見込まれている 最終年次の回帰期，待 

は ， さ けについて北海道では 8 ロ 0-1 泊血方 

厄 ，本州では 7n-l20 万 尼 程度と試算され ， 

現 状にくらべ， それぞれ約 2 倍の資源量とな 

って @ 、 る 。 

( ゴヒ 海道における 期待 ) 
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( 本州における 期待 )     広   
この計画をすすめるためには ，多くの困難 

が 予想される。 現状における 組織の問題， 技 

街上の問題，増殖事業の 問題，あ るいは法制 

上の問題など 今後に解決しなければならない 

点、 も 多い。 しかし， さ け ま す増殖事業が 国 

際 的な漁業の問題として ，また食糧の 問題と 

して重要な立場に     立たされ，資源増大への 使 

命 が課せられた 現     伏を知るとき ， さけ ・ます 

に関与するすべての 者の智恵をあ つめて合理 

的な増殖事業の 体制を確立し ，計画的な資源     

の増大を手中に 収めていかなければならない 

と痛感されるのであ る。 

前述したように ， この計画は基本的方向を 

求めたにすぎず ，今後，それぞれの 役割にお 

いて具体化のための 計画が練られ ，関係者一 

体となって増殖事業の 推進に当ることこそ 真 

の意図であ り，この計画をもとに 各界での充 

分な検討が期待されるものであ る。 

( 農林技官， 前 企画係長 ) 
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